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今日で１学期が終了！今日で１学期が終了！
７月７日(土)予定の七夕発表会は、大雨特別警報が発表され

１４日(土）に延期しました。当日は、豪雨災害の影響が残る上、

さらに猛暑の中、大勢の保護者の皆様に参観していただき大変

ありがとございました。緊張したり、泣き出したりする子もい

ましたが、一人一人精一杯発表しました。発表を通してお子さ

んの成長した姿を御覧いただけたのではないかと思います。七

夕発表会アンケートも御協力いただき大変ありがとうございま

した。アンケートのまとめは、後

日お知らせいたします。子ども達

は、一つ一つの行事を節目として、

ぐんぐん大きく成長していきま

す。私達職員も、行事を通して子

ども達一人一人の成長をしっかり

捉え、日々の活動に活かしていき

たいと思います。

さて、２４日から夏期保育に入ります。猛暑の夏ですが、こ

の夏期保育中に「秋の運動会」に向けて練習を開始します。体

調管理には十分気を付けながら、運動会を目指して練習に励ん

でいきます。保護者の皆様におかれましては、今後も引き続き

園の活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

平成３０年７月２０日

池内幼稚園 職員一同

７～９月の主な行事予定

7/20(金 ) 午前保育 終業式 早延長あり

２１ (土 ) 第９回親子ふれあい祭り 16:00～

２４ (火 ) ７月夏期保育開始～ 31(火）

２６ (木 ) ７月コロコロ広場 (未就園児親子 )

３１ (火 ) ７月夏期保育終了

8/１ (水 ) 預かり保育～ 10日 (金 )・ 17日 (金 )まで

３ (金 ) 本部役員会 19:00

２０ (月 ) ８月夏期保育開始～３１日 (金 )まで

２３ (木 ) ８月誕生会 10:50

２５ (土 ) 環境美化作業 8:30(保護者全員 )

３１ (金 ) ８月夏期保育終了

9/３ (月 ) ２学期始業式 午前保育 早延長あり

１６ (日 ) 池内敬老会（年中組参加）

１７ (月 ） 運動会予行 (敬老の日）

２２ (土 ) 秋の運動会

２３ (日 ) 秋分の日 (運動会予備日 )

２４ (月 ) 振替休日 (秋分の日 )

２５ (火 ) 振替休業日 (運動会予行 17日）

２６ (水） 振替休業日 (運動会 22日 )

給食について（アンケートを踏まえて）
給食アンケート大変お世話になりました。アンケート結果を踏ま

えて下記のように取り組んで参ります。

＜給食回数について＞

・来年度より、給食回数を週３回にする方向で考えます。曜日や内

容については、今後検討していきます。

＜その他＞衛生面・メニュー・食育等について

・衛生面を考慮して、パンの袋を切る時は、給食専用のハサミを用

意して職員が切ります。

・お弁当については、以前から腐らないように、登園後クラス毎に

集めて園長室で冷房を入れて管理しています。

・メニューについては、衛生面を第一に考えて、その他、栄養や主

食とおかずの取り合わせ、味付け等について、引き続き業者に要

望していきます。

・小学校へのつながりを意識して、三角食べを指導します。

・食育を大切にして、食事のマナーや楽しく食べることを指導しま

す。

明日は 「親子ふれあい祭り 」！
明日は、楽しい「親子ふれあい祭り」です。食べ物や

遊びコーナー等、模擬店も多数出店しますので、ご家族

揃ってお越し下さい。猛暑の中、ＰＴＡ役員の皆様には、

準備から後片付けまで大変お世話になりますが、どうか

よろしくお願いいたします。

さて、今年のオープニングは何か？？？

わくわくドキドキ！

お楽しみに！

お待ちしています！
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